
本レポートは投資判断の参考となる情報提供を目的としたものです。弊社が信頼できると判断した情報源からの情報に基づき
作成したものですが、情報の正確性、安全性を保証するものではありません。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断
で行うようお願い申し上げます。                                                                                            Copyright@ Marketedge Co., Ltd. 

2016/02/23（火） 
http://www.marketedge.co.jp 

info@marketedge.co.jp マーケットエッジ株式会社 代表取締役 小菅 努 

Marketedge  FX  Weekly  Report Marketedge 

ユーロ/円相場は、1ユーロ＝124円台中盤まで軟化す

る展開に。ユーロ圏の景況感悪化で欧州中央銀行

（ECB）の追加金融緩和観測がくすぶる一方、イギリ

スの欧州連合（EU）離脱懸念もユーロの上値を圧迫し

ている。改めてドル/円相場の上値が圧迫されている

こともあり、ユーロ/円は今年の最安値を更新してい

る。 

 

2月22日に発表されたユーロ圏の2月製造業PMIは前月

の52.3から51.0まで、非製造業PMIは53.6から53.0ま

で、それぞれ低下した。また、16日に発表された2月

ZEW景況感調査も22.7から13.6まで低下した。いずれ

もユーロ圏経済の減速が進んでいることを示唆してお

り、新興国経済の成長見通し悪化、国際金融市場の混

乱などが、ユーロ圏の実体経済に対してもネガティブ

な影響を及ぼしていることが確認できる。25日には1

月消費者物価指数（CPI）が発表されるが、インフレ

圧力の低迷が再確認される見通しであり、引き続き

ECBの追加金融緩和観測がユーロの上値を圧迫し易い。 

 

一方、イギリスのEU離脱問題については、EU首脳会合

がイギリスの要求していた改革案を受け入れるなど、

一定の歩み寄りはみられる。ただ、イギリス国内の世

論は賛否拮抗しており、ロンドン市場が離脱支持を表

明するなど混乱状況が続いている。まだ国民投票まで

は4ヶ月が残されているが、イギリスのEU離脱問題は

ポンドのみならずユーロにとっても強力なネガティブ

材料であり、ドル/円の大幅反発が促されるような地

合が実現しない限り、ユーロは上値の重い展開が続き

易い。 

 

テクニカルでは、一目均衡表の基準線（128.29円）と

の乖離拡大で、やや過熱感あり。リバウンドがあれば、

同水準がターゲットに。一方、下値は125円の節目割

れで120円まで目立ったサポートは見当たらない。サ

イコロジカルは、前週の6勝6敗から4勝8敗に。14日SI

は25.99。 
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マーケットエッジＦＸ週報 (ユーロ/円) 

【ユーロ】 ECB追加緩和観測と、英国のEU離脱問題が上値圧迫 

【 ユーロ圏 】 

02/25（木）1月消費者物価指数 

02/26（金）2月鉱工業信頼感 

03/01（火）2月製造業PMI 

03/01（火）1月失業率 

 

【 日本 】 

02/24（水）1月企業向けサービス価格指数 

02/24（水）12月景気動向指数 

02/26（金）2月消費者物価指数 

02/29（月）1月鉱工業生産 

02/29（月）1月住宅着工戸数 

03/01（火）1月失業率 

03/04（木）1月毎月勤労統計 

  

直近1週間のレンジ 

今後1週間の予想レンジ 

今後3ヶ月の予想レンジ 

ドル/円 

111.04-113.99円 

111.00-115.25円 

107.50-120.00円 
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  直近1週間のレンジ 今後1週間の予想レンジ 今後3ヶ月の予想レンジ 

ユーロ/円 124.33-127.41円 122.50-126.25円 115.00-135.00円 
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